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中
国
の
映
画
と
言
え
ば
、
中
国
研
究
者
の
多
く
は
、
藤
井
省
三
氏
の

『
中
国
映
画　

百
年
を
描
く
、
百
年
を
読
む
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年

七
月
、
一
―
二
四
五
頁
）
を
参
照
し
、
現
代
中
国
の
一
〇
〇
年
の
映
画
の

歴
史
を
回
顧
す
る
と
同
時
に
中
国
現
代
史
を
散
策
す
る
場
合
が
多
く
見

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
藤
井
氏
は
、
同
書
の
数
年
前
に
す

で
に
『
中
国
映
画
を
読
む
本
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
五
月
、
一
―

二
二
四
頁
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
方
法
を
展
開
さ
れ
、
中
国
映
画
か
ら
見

た
中
国
近
現
代
史
と
言
え
る
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
開
か
れ
た
。

　

中
国
に
お
け
る
映
画
史
を
知
る
上
で
ド
イ
ツ
及
び
、
日
本
の
占
領
下

に
あ
っ
た
青
島
に
お
け
る
映
画
史
も
看
過
で
き
な
い
。
そ
の
映
画
史
に

つ
い
て
は
魯
海
氏
と
律
雪
雲
氏
の
共
著
に
な
る
『
青
島
與
電
影
』（
青
島

出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
一
―
一
七
四
頁
）
が
あ
り
、
映
画
史
を
知

る
上
で
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
て
い
る
。

中
国
の
映
画
と
近
代
ア
ジ
ア
の
映
画

松
浦　

章

Book Review

　

中
国
の
映
画
史
で
の
重
要
な
舞
台
と
な
る
地
の
一
は
上
海
で
あ
ろ

う
。
南
京
条
約
に
よ
り
五
港
が
開
港
さ
れ
、
そ
の
一
港
と
し
て
急
速
に

発
展
し
た
上
海
も
、
重
要
な
映
画
の
舞
台
で
あ
る
。
今
日
で
も
上
海
の

静
安
寺
の
近
く
に
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
の
看
板
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ

ラ
マ
ウ
ン
ト
は
一
九
一
二
年
に
フ
ェ
ー
マ
ス
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
と
し
て

設
立
さ
れ
、
一
九
二
七
年
に
社
名
を
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
に
改
称
し
、
中
国

名
、派
拉
蒙
影
业
公
司（Param

ount�Pictures,�Inc

）と
し
て
知
ら
れ
る
。

上
海
で
は
映
画
が
一
九
世
紀
末
に
上
映
さ
れ
、
二
〇
世
紀
初
期
に
は
現

在
の
福
州
路
附
近
に
映
画
館
が
建
設
さ
れ
、
中
国
映
画
の
歴
史
が
展
開

し
た
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
国
映
画
も
含
め
、
ア
ジ
ア
の
映
画
が
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
っ
た
か
を
叙
述
し
た
の
が
、
笹
川
慶
子
氏
の
本
書
で
あ
る
。

笹
川
氏
は
先
に『
明
治
・
大
正　

大
阪
映
画
文
化
の
誕
生　
「
ロ
ー
カ
ル
」

A5判　648頁
青弓社
［本体 8,000円 +税］

笹
川
慶
子
著

近
代
ア
ジ
ア
の
映
画
産
業
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な
映
画
史
の
地
平
に
む
け
て
』（
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
四
年
三
月
、
一
―
二
七
五
頁
）
を
著
し
、
大
阪
に
お
け
る
映
画
産

業
の
誕
生
と
そ
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
さ
ら
に
視
野
を
二
〇
世

紀
前
半
の
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
広
げ
て
、
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、

こ
こ
で
紹
介
す
る
『
近
代
ア
ジ
ア
の
映
画
産
業
』
で
あ
る
。

　

笹
川
氏
は
、
早
稲
田
大
学
で
映
画
史
お
よ
び
日
本
映
画
産
業
史
を
研

究
し
、
そ
の
後
、
関
西
大
学
に
赴
任
し
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
映
画
の

発
展
史
に
視
野
を
広
げ
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
映
画
の
配
給
が
ど
の
よ
う

に
展
開
さ
れ
た
か
の
問
題
探
求
に
邁
進
し
て
こ
ら
れ
た
。

　

本
書
の
は
じ
め
に
お
い
て
、
笹
川
氏
は
「
映
画
は
、
科
学
技
術
と
資

本
主
義
の
産
物
で
あ
る
。」（
一
七
頁
）
と
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
本
書
は
、
映
画
の
と
く
に
「
資
本
主
義
的
」
面
か
ら
考
察
さ
れ
た

成
果
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
近
代
ア
ジ
ア
に
お
け
る
映
画
産
業
、
映
画

配
給
の
テ
ー
マ
に
切
り
込
ん
だ
意
欲
的
な
著
作
で
あ
る
。

　

本
書
は
序
章
と
三
部
構
成
、
第
一
部
と
第
二
部
が
各
五
章
、
第
三
部

が
六
章
か
ら
構
成
さ
れ
、最
後
に
主
要
参
考
文
献
（
六
一
三
―
六
四
〇
頁
）

が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

序
章
は
、
ア
メ
リ
カ
映
画
の
日
本
へ
の
進
出
か
ら
述
べ
ら
れ
、
と
く

に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
映
画
の
ア
ジ
ア
展
開
を
究
明
す
る
。
大
阪
に
お
け
る

巨
大
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン

（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
と
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
と
の
関
係
か
ら
始
ま
り
、

同
社
が
ア
ジ
ア
市
場
に
進
出
し
て
い
く
経
緯
を
解
き
明
か
す
。

　

本
書
の
第
一
部
で
は
、
映
画
の
製
作
か
ら
配
給
、
興
業
、
消
費
と
の

視
点
に
よ
り
、
大
阪
と
映
画
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
。
大
ス
タ
ー
阪
東

妻
三
郎
と
大
阪
と
の
関
係
並
び
に
大
阪
の
映
画
企
業
と
の
関
係
を
視
座

と
し
て
、
東
京
に
次
ぐ
映
画
の
消
費
地
で
あ
っ
た
大
阪
映
画
産
業
の
誕

生
と
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
と
く
に
帝
国
キ
ネ
マ
演
芸
が
大
阪
と
ど
の
よ

う
に
関
係
し
て
い
た
か
。
大
阪
に
お
け
る
映
画
文
化
の
誕
生
や
、
二
〇

世
紀
前
半
の
日
本
の
植
民
地
と
な
っ
た
朝
鮮
や
台
湾
に
ど
の
よ
う
に
映

パラマウントの看板（上海静安寺附近）
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画
が
配
給
さ
れ
上
映
さ
れ
て
い
た
か
を
探
求
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
大
正
末
期
の
映
画
製
作
に
関
与
し
た
大
正
活
映
の

興
亡
と
日
本
映
画
産
業
と
の
関
係
や
横
浜
で
の
映
画
産
業
と
ア
メ
リ

カ
と
の
関
係
、
日
本
映
画
史
に
短
期
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
大
正
活

映
の
活
動
を
中
心
に
述
べ
る
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
二
〇
世
紀
初

期
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
西
部
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
郊
外
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
お

い
て
映
画
産
業
が
興
起
し
て
く
る
。
そ
の
映
画
を
い
ち
早
く
ア
ジ
ア
へ

配
給
す
る
に
は
輸
送
手
段
が
必
要
で
、
そ
の
役
割
を
担
っ
た
の
が
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
拠
点
に
ア
ジ
ア
へ
の
航
路
を
開
い
た
ア
メ
リ
カ
の
汽

船
会
社
で
あ
っ
た
。
と
く
に
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
メ
ー
ル
汽
船
会
社
や
オ

ク
シ
デ
ン
タ
ル
・
オ
リ
エ
ン
ト
汽
船
会
社
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
抗
し
た

の
が
東
洋
汽
船
会
社
で
あ
る
。
一
八
八
四
年
創
設
の
大
阪
商
船
会
社
や

一
八
八
五
年
創
設
の
日
本
郵
船
会
社
に
互
し
、
東
洋
汽
船
会
社
は
北
太

平
洋
航
路
を
開
拓
し
、
日
本
の
汽
船
会
社
と
し
て
初
め
て
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
と
日
本
、
香
港
を
結
ぶ
航
路
を
開
設
し
た
。
こ
の
東
洋
汽
船
会

社
が
後
援
し
て
で
き
た
東
洋
フ
イ
ル
ム
会
社
の
活
動
と
そ
の
展
開
に
つ

い
て
述
べ
る
。
本
書
に
先
ん
じ
て
笹
川
氏
は
、
松
浦
章
と
共
著
で
『
東

洋
汽
船
と
映
画
』（
関
西
大
学
出
版
部
、二
〇
一
六
年
九
月
、一
―
四
四
一
頁
）

を
著
し
、
そ
の
中
で
、
第
二
部
「
東
洋
汽
船
の
映
画
事
業
―
映
画
産
業

と
近
代
ア
ジ
ア
」（
二
一
三
―
四
三
〇
頁
）
を
執
筆
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
成
果
も
、
本
書
『
近
代
ア
ジ
ア
の
映
画
産
業
』
に
昇
華
さ
れ
た
。
本

書
は
、
さ
ら
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
勃
興
と
ア
ジ
ア
展
開
に
関
す
る
問

題
、
ま
た
こ
の
時
期
に
ア
ジ
ア
で
活
動
し
た
映
画
人
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

ブ
ロ
ツ
キ
ー
の
映
画
製
作
と
彼
の
中
国
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
で
の
活
動

に
つ
い
て
活
写
し
た
。

　

第
三
部
近
代
ア
ジ
ア
で
の
欧
米
日
の
映
画
産
業
の
興
亡
で
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
マ
ニ
ラ
、
上
海
を
舞
台
に
、
映
画
産
業
を
展
開
し
た
欧
米

日
の
映
画
社
の
興
亡
を
述
べ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
パ
テ
社
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
さ
ら
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
マ
ニ
ラ
に
進
出
し
映
画
を
普
及
さ
せ
、
そ
の
マ
ニ
ラ
に
欧
州
の
映
画

会
社
よ
り
遅
れ
て
進
出
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
映
画
会
社
が
ど
の
よ
う

に
映
画
普
及
を
拡
大
し
て
い
っ
た
か
を
究
明
す
る
。
つ
い
で
、「
大
東

亜
共
栄
圏
」
構
想
の
も
と
に
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
日
本
映
画
と
の
競
業

な
ど
に
つ
い
て
活
写
し
た
。

　

第
四
章
「
ア
メ
リ
カ
／
上
海
か
ら
見
る
中
国
映
画
市
場
」
が
、
本
書

の
中
で
中
国
映
画
に
関
す
る
唯
一
の
一
章
で
あ
る
と
言
え
る
。
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
商
務
省
等
の
報
告
に
依
拠
し
て
、
中
国
と
く
に
上
海
の
映
画

事
情
を
究
明
し
た
。
中
国
で
は
二
〇
世
紀
初
期
に
は
欧
州
の
映
画
の
上

映
が
先
行
し
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
に
遅
れ
て
ア
メ
リ
カ
映
画
が
進
出

し
、
と
く
に
欧
米
諸
国
の
居
留
地
と
な
っ
た
「
租
界
」
地
区
で
上
映
さ

れ
て
い
た
。
一
九
一
〇
年
代
以
降
に
ア
メ
リ
カ
映
画
が
進
出
し
て
く
る

の
で
あ
る
。
一
九
一
三
―
一
九
二
一
年
に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
で
あ
っ
た
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ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
が
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
は
ア
メ
リ
カ
製
品

の
有
能
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」（
本
書
五
三
四
頁
）
と
唱
え
た
と
さ
れ
る
頃

か
ら
、
漸
次
ア
メ
リ
カ
映
画
が
中
国
市
場
に
進
出
し
て
き
た
。
と
く
に

喜
劇
性
の
高
い
映
画
が
中
国
で
嗜
好
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
上
海

に
は
ア
メ
リ
カ
映
画
の
専
門
館
の
開
設
が
遅
遅
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た

の
は
、
ア
メ
リ
カ
映
画
の
輸
送
や
資
本
提
携
、
劇
場
運
営
な
ど
改
善
の

遅
滞
と
大
衆
市
場
開
拓
に
必
要
な
廉
価
な
映
画
を
提
供
で
き
る
方
法
を

構
築
で
き
な
か
っ
た
た
め
（
本
書
五
四
八
頁
）
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
今

後
、
中
国
史
料
な
ど
を
参
照
さ
れ
さ
ら
な
る
探
求
を
希
求
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
青
島
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
末
に
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
、
第

一
次
世
界
大
戦
以
降
は
日
本
が
進
出
し
て
、
一
九
〇
七
年
に
は
ド
イ
ツ

の
水
兵
を
対
象
と
し
水
兵
倶
楽
部
に
お
い
て
上
映
さ
れ
、
一
九
一
二
年

に
な
る
と
中
国
人
の
映
画
鑑
賞
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
一
九
一
四
年
に
日

本
が
青
島
を
占
拠
し
、
一
九
一
七
年
に
日
本
映
画
上
映
館
が
設
立
さ

れ
、
一
九
二
一
年
に
英
国
人
が
「
中
西
電
影
院
」
と
呼
称
さ
れ
た
映
画

館
を
建
設
し
、
西
方
の
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
と
平
行
し

て
一
九
〇
五
年
に
は
中
国
の
映
画
が
誕
生
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
初
め

に
中
国
人
に
よ
る
映
画
館
「
山
東
大
戯
院
」
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て

一
九
三
一
年
に
は
《
歌
女
紅
牡
丹
》
が
上
映
さ
れ
た
。
一
九
四
〇
年
代
の

青
島
で
は
一
一
の
映
画
館
が
あ
り
、
中
国
で
も
代
表
的
な
都
市
で
あ
っ

た
（
魯
海
・
律
雪
雲
《
青
島
與
電
影
》
一
―
三
頁
）。
こ
の
一
例
か
ら
も
、

本
書
に
惜
し
ま
れ
る
の
は
中
国
市
場
に
お
け
る
欧
米
映
画
と
り
わ
け
ア

メ
リ
カ
映
画
の
拡
大
の
叙
述
が
少
な
い
点
で
あ
る
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
本
書
に
よ
っ
て
映
画
配
給
の
史
的
研
究
分
野
が
開

拓
さ
れ
、
ア
ジ
ア
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、
ア
ジ
ア
の
映
画
、
映
像
文

化
の
波
及
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を

彷
彿
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
貴
重
な
成
果
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

　

と
く
に
残
念
な
こ
と
は
、
こ
れ
だ
け
の
大
作
で
あ
り
な
が
ら
索
引
が

用
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
再
版
の
際
に
は
是
非
と
も
準
備
し

て
頂
き
た
い
。
し
か
し
本
書
の
刊
行
は
、
今
後
の
中
国
に
お
け
る
映
画

研
究
に
も
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。
本
書
の
視
点
や
研
究
方
法
を
応
用

し
、
さ
ら
に
南
京
条
約
以
降
の
開
港
さ
れ
た
五
港
の
広
州
、
厦
門
、
福

州
、
寧
波
、
上
海
を
含
め
、
そ
の
後
の
開
港
の
天
津
や
青
島
、
そ
し
て

首
都
の
北
京
や
長
江
中
流
域
の
漢
口
な
ど
そ
の
研
究
の
余
地
は
さ
ら
に

拡
大
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ら
の
分
野
を
志
す
学
徒
に
と
っ
て

も
有
用
な
指
針
と
な
る
成
果
と
言
え
る
。

（
ま
つ
う
ら
・
あ
き
ら　

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
客
員
研
究
員
）


